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進捗報告（資⾦分配団体） 
（「進捗報告」か「年度末報告」どちらの報告かが分かるようにタイトルを編集してください） 

● 提 出 ⽇ ： 2022 年 10 ⽉ 31 ⽇ 
● 事 業 名 ： ひと・まち・げんき助成事業  
● 資⾦分配団体 ： ⼀般財団法⼈ ⼤阪府地域⽀援⼈権⾦融公社 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時期 現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 

１．交流を⽬的とした取り組み。 

→（計画修正 2022.9） 

1.【交流】 

⽀援地域内で交流を⾏なう体制が

できる 

③⽀援地域で取り組みをし

た団体数 

→（計画修正 2022.9） 

①交流活動に参加した⼈数 

②交流活動を実施した回数 

③⽀援地域で取り組んだ団体数８ 

 
→（計画修正 2022.9） 

①交流活動に参加した⼈数：１団

体×２０⼈＝ボランティア含む×

８×１２＝5000 

②交流活動を実施した回数：１２

×８×３＝288 回 

2023 年 2 ⽉ 7 団体 
①岬町⼈権協会（古⺠家「集い橋」ランチ・かふ

ぇグリーンヒルなど） 

②スイスイ・すていしょん（⼦ども⾷堂、体験活

動など） 

③⼈権尊重の⽮⽥まちづくり委員会（古⺠家で

「ふれあい⾷堂」など） 

⑤三島コミュニティアクションネットワーク（安

⼼ドアセンサー設置⾒守り・防災ウォークラリー

など） 
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⑥釜ヶ崎⽀援機構（市営住宅集会所での健康体

操） 

⑦住吉隣保事業推進協会（どっこい喫茶、⼦ども

料理⾷堂など） 

⑧富⽥林⼈権協会（スタンプラリー、⼦どもの学

習⽀援など） 

2.⽀援地域で総合相談等の取り組

み 

→（計画修正 2022.9） 

2.【相談】 

⽀援地域内で困りごとなど相談す

る場所ができる 

①総合相談等の取り組み 

②専⾨相談等へつないだ取

り組み 

→（計画修正 2022.9） 

①相談件数 

 

①⽀援地域で取り組んでいる団体

数 8 

②⽀援地域で取り組んでいる団体

数 8 

→（計画修正 2022.9） 

①相談件数：1,444(4 団体×360 件） 

 

2023 年 2 ⽉ ５団体 
①岬町⼈権協会（⾒守り事業を通じてのワクチン

接種相談） 

②スイスイ・すていしょん（⽣活相談） 

③⼈権尊重の⽮⽥まちづくり委員会（古⺠家での

相談や電話相談） 

④タウンスペース WAKWAK（学習⽀援及びフー

ドパントリー⽀援家庭相談） 

⑤三島コミュニティアクションネットワーク（巡

回型総合相談など） 

⑥釜ヶ崎⽀援機構（シェルター利⽤システム登録

にあたっての相談会） 

⑦住吉隣保事業推進協会（総合⽣活相談） 

３団体 
②スイスイ・すていしょん（専⾨相談） 

⑥釜ヶ崎⽀援機構（就労相談） 

⑦住吉隣保事業推進協会（弁護⼠相談） 
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3.⽀援地域で異世代交流のサロン・

⾷事会等の居場所づくりの取り組

み。 

→（計画修正 2022.9） 

3.【居場所】 

⽀援地域内で住⺠が集える居場所

ができる 

サロン・⾷事会等の居場所作

りの取り組み 

→（計画修正 2022.9） 

①居場所活動に参加した⼈

数：0 

②居場所活動の回数：0 

サロン・⾷事会等の居場所づくり

を取り組んだ団体数８ 

→（計画修正 2022.9） 

①居場所活動に参加した⼈数：

1152×10=11520 ⼈（延べ） 

②居場所活動の回数：4×8×12×3

＝1152 回 

2023 年 2 ⽉ ８団体 
①岬町⼈権協会（古⺠家「集い橋」・かふぇグリー

ンヒルなど） 

②スイスイ・すていしょん（⼦ども⾷堂） 

③⼈権尊重の⽮⽥まちづくり委員会（ふれあい⾷

堂・寺⼦屋） 

④タウンスペース WAKWAK（コミュニティスペ

ース NikoNiko、学習⽀援） 

⑤三島コミュニティアクションネットワーク（府

営住宅集会所での相談所） 

⑥釜ヶ崎⽀援機構（多様な⽣きづらさを抱えた⼈

の古⺠家） 

⑦住吉隣保事業推進協会（こども料理⾷堂） 

⑧富⽥林⼈権協会（こどもの学習⽀援・居場所） 

２ 

4.⽀援地域で上記１．２．３より⽣

活の⼀端を⽀援してもいいという

新たなパートナーの発掘や活動で

きる場の提供。ボランティアや新

たな活動に参加者が増える 

→（計画修正 2022.9） 

123 の活動より、⽀援の輪が広がり

新たなサポーターの発掘や活動で

きる場の提供。ボランティアや活

①ボランティアが増えた実

⾏団体数 

②⽀援者が増えた実⾏団体

数 

③⽀援団体が増えた実⾏団

体数 

→（計画修正 2022.9） 

①ボランティアの増加⼈数 

②⽀援サポーター（企業・団

①ボランティアが増えた実⾏団体

数８ 

②⽀援者が増えた実⾏団体数８ 

③⽀援団体が増えた実⾏団体数８ 

→（計画修正 2022.9） 

①ボランティアの増加⼈数：― 

②⽀援サポーター（企業・団体）の

増加数：― 

③（活動がきっかけで） 

2023 年 2 ⽉ ８団体 
①岬町⼈権協会（古⺠家「集い橋」・かふぇグリー

ンヒルなどで⾼齢者が中⼼のボランティア活動） 

②スイスイ・すていしょん（⼦ども⾷堂で地域住

⺠や相談利⽤者がボランティアに参加） 

③⼈権尊重の⽮⽥まちづくり委員会（ふれあい⾷

堂で地域住⺠がボランティア参加） 

④タウンスペース WAKWAK（学習⽀援でボラン

ティア活動） 

２ 
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動に参加者が増加する 体）の増加数 

③（活動がきっかけで） 

・ボランティアをするきっか

けになったエピソード 

・地域を良くしたいと思った

企業・団体エピソード 

・ボランティアをするきっかけに

なったエピソード 

・地域を良くしたいと思った企業・

団体エピソード 

⑤三島コミュニティアクションネットワーク（府

営住宅集会所での相談所） 

⑥釜ヶ崎⽀援機構（多様な⽣きづらさを抱えた⼈

の古⺠家） 

⑦住吉隣保事業推進協会（こども料理⾷堂） 

⑧富⽥林⼈権協会（こどもの学習⽀援・居場所） 

５.新型コロナウイルスの感染に備

えた体制づくり。コロナ禍におい

ても事業継続できるようになる。 

5新型コロナウイルスの感染

に備え、ネット環境の整備、

対⾯活動時の感染予防対策、

相談員の拡充、居場所などの

整備を⾏い、事業継続できる

体制を整えた実⾏団体数。 

5 新型コロナウイルスの感染に備

え、指標に掲げた整備を⾏い、事業

継続できる体制を整えた実⾏団体

数８ 

2023 年 2 ⽉ ８団体 
・コロナ対策のための環境整備や居場所などの

整備によって事業活動がおこなえるようになる 

２ 
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【⾮資⾦的⽀援】 
アウトプット 指標 ⽬標値 達成時期 現在の指標の達成状況 進捗

状況
＊ 

 

６.⽀援地域において実⾏団体間のコ

ミュニケーションが深まる。 

→（計画修正 2022.9） 

6.実⾏団体間で交流ができる体制を構

築する 

①実⾏団体同⼠の交流会の実施回

数。 

②実⾏団体同⼠の事例検証学習会

の回数 

①年 2 回 

②年 1 回 
2023 年 2 ⽉ 2020・2021 年度とも全体研修時に 2 回実施 

2020 年度 2021 年度とも未実施 
２ 

 

７.⽀援地域において、実⾏団体への

様々なサポートが⾏われる（この経験

が蓄積される） 

→（計画修正 2022.9） 

7.実⾏団体のニーズに応じて様々なサ

ポートを⾏ない、その経験が蓄積され

団体運営を円滑にする 

①研修会の実施回数や助⾔の回数、

実⾏団体に対して⾏った訪問サポ

ートの回数。 

②実⾏団体からの、その他補助⾦や

助成⾦等の資⾦全般に関する相談

数。 

③コミュニティカフェ等の事業運

営への資⾦等を含む⽀援回数 

→（計画修正 2022.9） 

①伴⾛⽀援の回数 

②レディメイド講座の受講回数 

③オーダーメイド研修の受講回数 

①訪問サポート 8 団体

×12 か⽉＋全体研修年

3 回＝99 回 

②年 8 回 

③年 8 回 

→（計画修正 2022.9） 

①初期値：0 団体 

②初期値：0 団体 

③初期値：0 団体 

2023 年 2 ⽉ ・2022 年度（4-9 ⽉まで伴⾛⽀援：団体訪問 8

団体×6 回=48 回 ※オンライン含む） 

・2021 年度実⾏団体全体研修 

会［10-3 ⽉］2 回実施（実⾏団体①８・②７が

参加） 

・2022 年度実⾏団体全体研修会 2022 年 4-９⽉

まで 2 回実施（実⾏団体①7・②７が参加） 

・レディメイド講座（2021.4-2022.3 ⽉）16講

座・43 コマ 13 ⼈受講 

・オーダーメイド①（2021.10-2022.3）会計⽀

援 5 団体・9 回講師派遣 

②（2022.4-9）広報⽀援 4 団体・6 回講師派遣 

２ 
 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 

2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 

6.(任意)⾮資⾦的⽀援の活動に関する報告 
実⾏団体の組織基盤強化を中⼼に全体研修や個別にスキルアップしたい講座が選べるレディメイド講座、実⾏団体が困っていることに対し
ての個別に専⾨家を派遣するオーダーメイド講座を実施し、実⾏団体の⽀援をおこなう。実⾏団体からは勉強になったという声や為になる
といった声がある⼀⽅、受講する場所が遠いといった声もあり、オンライン等の対応も⼀部おこなってきた。今後は、事業終了後の持続可
能な活動がおこなえるよう出⼝戦略を踏まえた⽀援をおこなっていく予定。 

 
①  広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 

þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
þ報告書に表⽰している þイベント実施時に表⽰している ☐その他 

→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 
 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
2.広報制作物等 

  アニュアルレポート作成中 
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3.報告書等 
4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
 休眠預⾦活⽤事業シンポジウム開催予定（１２／１） 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
 
 
 
 
  


